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1．目的

　 当研究室 で は、月に
一
度、東京都内の 主要なフ ァ ッシ

ョ ン ス トリ
ー

トである原宿 ・渋谷 ・銀座にお い て街頭で

の 定点観測を実施 し、若 い 女性の フ ァ ッ シ ョ ン を対象 と

した服装色の 継続調査を行っ てい る。今回 の 研究は、1994

年 5月〜1999年 12月まで の 5 年と 3 ヵ 月ににわたるス

トリ
ー

トフ ァ ッ シ ョ ン の服装出現色の原宿 ・渋谷 ・銀座

3 地 点で の 地域差 に着 目し、それぞれ の ス トリ
ー

トに お

ける服装嗜好色 の 違い を明 らか にする こ とを目的 として

い る。

2 ．調査方法

　本調査 で は 1994年 5 月〜1999年 12月の 毎月 1回、第

1週 目の 土 日、又 は祝日の 11：00〜 16：00の時間 に、原宿

（ラフ ォ
ー

レ原宿 ・表参道周辺）、渋谷 （東急 109 ・セ ン

タ
ー
街周辺 ）、銀座 （和光 ・中央通 り周辺）にて 定点観測

を行ない、服装及び服の色に トレ ン ドが反映されやすい

と考えられ る若い 女性 の 写真撮影をした。得られた写真

か らア イテ ム の 色 （原宿 7，453点、渋谷 7，141 点、銀座

6，347点、総計 20，　941点の ア イ テ ム 魏 をカ ラ
ーコ ード

J  40GAFCA 　COLOR　CODE4e） と照合させ集計 し、調査デ
ー

タとした。

3 ．調査結果 ・考察

3 − 1．色相における地点別の服装色の相違
・色相における共通の傾向

　過去 5年間の全ア イテ ム の色のなか で、出現頻度が 3

地 点ともほぼ 10％ を超え、頻繁に登場す る色は BROWN、

BLしE、　WHITE、　BLACKで ある。これ らの 色は、ベ ー
ジ ュ 系

の ス
ーツ やブル

ー
の G パ ン、白の T シ ャ ツ、黒の パ ンツ

な どい ずれ も他 の ア イ テ ム と調和 が 取 り易い ベ ーシ ッ ク

なア イ テ ム に多く用い られ る色 で あ り、 こ の 4 色で 着用

ア イ テ ム の 4割以上を占めて い る 。 次に出現頻度が 5％

を超えた もの には、ベ ー
ス カ ラ

ーの COLORED　GLAY、　 GLAY、

ア クセ ン トカ ラ
ー

の RED、　YELLOWな どがあげられる。（図

1参照）
・原宿 ・渋谷 ・銀座の地点別の色相の相違

　地 朝 1亅の 違 い をみると、 どの 色相で も原宿 と渋谷はほ

ぼ類似 して お り、銀座 の み異なる場合が多い
。 原宿は、

トレ ン ドに敏感な中学生か ら高校生くらい の テ ィ
ー

ン か

らヤ ン グ層が多く、パ ン ク風や DC ブラ ン ドの 熱 狂的支

持など特有の ス タイル がみられ、上下で コ ン トラ ス トの

あ る組み合わせ が 好まれ る傾向が 強 い た め か 、RED、

YELLOW　GREEN、　GREENが高く、　 BROWN、　COLORED　GLAYの 割

合が低い。渋谷は、高校生や専門
・大学生、フ リ

ー
タ
ー

などの 20 歳前後 の ヤ ン グが多く、原宿同様 RED、　 BLUE

の割合が高い。単品着回しの カジ ュ ア ル フ ァ ッ シ ョ ン が

中心 だ が、全身を同
一
、ない しは鮮やか な トーン の 類似

色相で まとめ た り、 白と有彩色 とを組み合わせ る傾向が

あ る 。 銀座は、20代の OL や 30代の キ ャ リア女性が中

心 で 、仕事着の延長の コ ンサバ テ ィ ブなワ ン ピース やス

ーツ が多く、全身同 じ色調やグラデーシ ョ ン でまとめ る

ためか、BROWN、　 COLDRED　GLAY、　 GRAY などシ ッ クな色が

好まれ る。（図 1参照）

　 3地点の 過去 5年間 の全ア イテ ム を3〜 8月を春夏、1、

2 月および 9〜12月まで を秋冬として 2 シ
ーズ ン に分け

た場合、春夏に高く、秋冬 に低 い 割合を示 した もの は

PINK、　BLUE、　WHHE 、反対に秋冬に高く春夏に低い 頻度を

示 した色は RED、　BR〔珊S、　GRAY、　BLA（X で あっ た。原宿と

渋谷で の 春夏の BLUEお よび、銀座の 秋冬の BROWN、　GLAY

の高頻度が地域的な差となっ て い る 。

・経年変化における色相の頻度分布

　 1994〜99 年まで の 経年変化で 見た地 鯣 rlの お もな色

相の 特徴をあげると、原宿 ・渋谷は類似の 傾向があ り、

RED で は 96年 を底、98年を ピーク と して大きく変化 して

い る。
BLUE で は漸増傾向にあり、特に渋谷 の BLUE は 96

年と 99年の差が約 2倍とな っ て い る。

一
方、BLACKは 95

年 と 99年 とでは半分に減 っ てお り、BLLEと BLA（］ とは

相互に反比例 の 関係が み られ る。さらに原宿と渋谷では、

出現率 1〜2 ％ 0）低頻度色 の ORANGE、　BLUE　GREEN、PURPLE

で も、ORANGEで 97年、　 BLUE　GREENで 98年、　PしRPLEで

96年を境に上昇 してい る。こ れは、90 年代に入 り黒中心

の モ ノ ト
ー

ン ブーム が長 く流行 して い たが、98年頃 より

色を積極的に使 うこ とが顕著とな っ て い る現況と
一

致 し

て い る。

　 銀座で は、BLA（K 、　GLAY、 冊 11E が上昇した結果、相

対的に BROVVNが 96年を ピーク に逓減 して い る 。 3地 点と

もに 98年に GLAY が高頻度を示 して い るの は、秋冬フ ァ

ッ シ ョ ン の ロ ン グプリ
ーツ ス カ

ー
トなどで グ レ

ーが流行

色 して 注目された こ とによる。 3 地点 ともに BI．ACK は 95
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　図 4．原宿，渋谷、銀座における 1994年〜1999年の ト
ー

ンの 経年変｛匕

4 ．おわ りに

　ス トリ
ー トフ ァ ッ シ ョ ン の 服装色を地点別に数量

的に考察した結果、原宿 ・渋谷 ・銀座固有の嗜好色の

存在が明らかとなっ た。各地点の ク ラス タ
ー

の 違い が

好ましい と思う服 の 色に反映 した結果、こ の よ うな差

が生 じたもの と考えられる。なお発表で は、各種情報

機関より提案され る流行予想色と各地域の 服装出現色

との 比較を付加する予定 で ある。
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